
別記様式第１号             「現場の創意工夫プロジェクト」計画書 

 

《プロジェクト名：施設園芸ハウスフル活用プロジェクト》 
市町村 飯豊町 対象地域 飯豊町萩生地区 分野 林業 

実施主体名 有限会社 後藤農場 代表者氏名 後藤隆英 
住所又は主たる事務所の

所在地・連絡先 飯豊町萩生１８６９ 

実施主体構成 法人（社員・従業員合計２４名） 
 

産出額（増加額） １４０，０００千円（３６，０００千円） プロジェクト 

目標（５年後） 独自の目標項目 販売額の拡大 

各年次目標 現  状 １年目（Ｈ２１） ２年目（Ｈ２２） ３年目（Ｈ２３） ４年目（Ｈ２４） 最終年（Ｈ２５） 

産出額 104,000千円 104,000千円 110,000千円 140,000千円 140,000千円 140,000千円  

独自の 

目標項目 
販売額の拡大 

椎茸栽培導入設

備の設置 
椎茸栽培拡大 年２回導入   

◎実施方針 不況による花き需要の減少ため、一部のハウスを椎茸に転換。冬季の雇用拡大と増収増益。 

○産出額の増大 花きと比べ単価面積当りの収入が多いので、販売額の増加を期待できる。 

○雇用の創出 今までは冬期の仕事が少なく、期間雇用だったが周年での雇用安定が出来る。３名体制で180人日。 

○創意工夫 新たにハウスを建てることなく設備もリサイクルを主体に極めて初期投資を少なく抑える。 

○実現性 菌床椎茸ホダ木を供給する会社の全面支援を受け、技術研修も受ける予定である。 

○地域への波及効果 計画どおりの収益を上げ、苦戦を強いられる花き農家の希望が開ければ良いと思う。 

プロジェクト 

概要 

○その他 最近、中国産椎茸の輸入が少なく、販売店では国産品で占められ価格が安定している。 

 実施年度（平成２１年度） 実施年度（平成２３年度） 

事業内容 
椎茸栽培用棚の設置、遮光、菌床椎茸ホダ木、カーテ

ンの購入 

椎茸栽培用棚の設置、遮光、菌床椎茸ホダ木、カーテ

ンの購入 

  

 


